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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結

累計期間
第45期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 (千円) 3,274,139 3,370,818 12,413,335

経常利益 (千円) 142,395 305,126 359,629

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

(千円) 84,774 202,266 △783,135

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 89,070 213,042 △835,125

純資産額 (千円) 8,599,880 7,387,082 7,532,322

総資産額 (千円) 17,725,100 15,928,267 15,539,027

１株当たり四半期純利
益金額又は当期純損失
金額（△）

(円) 7.10 16.94 △65.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.5 46.4 48.5
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (１)業績の状況

当第１四半期連結累計期間において、当社グループでは商品構成や広告施策を中心に改善を図り、受注高増加に

向けた取り組みを強化してまいりました。

　当社グループにおけるセグメントの業績を示すと次のとおりであります。

〔和装関連事業〕

　「振袖」販売については、来店者数が５月以降回復しており、受注高は前年同期比11.9％増となりました。ま

た、既存顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高については、前年同期比4.0％減となりました。

　以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比1.7％増の3,223百万円となりました。また売上高（出荷高）

については、3.6％増の3,234百万円となりました。

　利益面においては、売上総利益は前年同期比5.6％増の2,086百万円となりました。営業利益については、経費の

削減を図りつつ売上高を増加させることが出来たため、前年同期に比べ175百万円増の179百万円となりました。

〔金融サービス事業〕

　金融サービス事業については、前連結会計年度までの受注高減少の影響があるため、売上高は前年同期比10.6％

減の136百万円、営業利益は10.6％減の97百万円となりました。

 

　この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期に比べ3.0％増の3,370百万円、営業利益

は144.2％増の277百万円、経常利益は114.3％増の305百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は138.6％増の

202百万円となりました。
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(２)財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて9.0％増加し、13,211百万円となりました。これは、現金及び預金が304

百万円、有価証券が702百万円それぞれ増加し、商品及び製品が134百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて20.6％減少し、2,717百万円となりました。これは、投資有価証券が687

百万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、15,928百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて7.0％増加し、8,411百万円となりました。これは、買掛金が149百万円、

未払法人税等が70百万円、販売促進引当金が48百万円それぞれ増加し、賞与引当金が94百万円、前受金が67百万円

それぞれ減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて9.4％減少し、129百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.7％増加し、8,541百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、7,387百万円となりました。これは、利益剰余金が156百

万円減少したことなどによります。

 

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(４)研究開発活動

該当事項はありません。

 

(５)従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(６)受注、販売及び仕入の状況

当第１四半期連結累計期間において、受注、販売及び仕入の状況の著しい変動はありません。　

 

(７)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,612,000

計 72,612,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,498,200 同左
東京証券取引所
（市場第１部）

単元株式数は
100株であります。

計 15,498,200 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 15,498,200 ― 1,215,949 ― 1,547,963
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 3,555,400
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式11,929,900 119,299 ―

単元未満株式 普通株式　　12,900 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 15,498,200 ― ―

総株主の議決権 ― 119,299 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
京都きもの友禅株式会社

東京都中央区日本橋
大伝馬町14番１号

3,555,400 ― 3,555,400 22.9

計 ― 3,555,400 ― 3,555,400 22.9
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,696,971 3,001,927

  売掛金 11,166 27,909

  割賦売掛金 5,540,986 5,613,647

  有価証券 1,920,991 2,623,864

  商品及び製品 1,604,074 1,469,165

  原材料及び貯蔵品 26,442 25,364

  その他 315,616 449,311

  流動資産合計 12,116,249 13,211,191

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 518,407 518,407

   その他（純額） 325,729 317,879

   有形固定資産合計 844,136 836,286

  無形固定資産 30,934 26,717

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,742,072 1,054,313

   敷金及び保証金 735,320 738,023

   その他 70,653 62,074

   貸倒引当金 △340 △340

   投資その他の資産合計 2,547,706 1,854,072

  固定資産合計 3,422,778 2,717,075

 資産合計 15,539,027 15,928,267
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 218,303 367,581

  短期借入金 600,000 600,000

  未払法人税等 94,504 164,915

  前受金 1,409,587 1,342,273

  預り金 3,787,363 3,791,326

  賞与引当金 214,500 120,000

  販売促進引当金 75,330 123,680

  割賦未実現利益 816,769 827,210

  資産除去債務 89,859 103,377

  その他 557,614 971,425

  流動負債合計 7,863,831 8,411,790

 固定負債   

  長期未払金 6,540 6,540

  資産除去債務 135,173 121,968

  繰延税金負債 1,160 886

  固定負債合計 142,874 129,394

 負債合計 8,006,705 8,541,185

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,215,949 1,215,949

  資本剰余金 1,708,256 1,708,256

  利益剰余金 7,936,684 7,780,668

  自己株式 △3,335,465 △3,335,465

  株主資本合計 7,525,424 7,369,408

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 6,897 17,673

  その他の包括利益累計額合計 6,897 17,673

 純資産合計 7,532,322 7,387,082

負債純資産合計 15,539,027 15,928,267
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 3,274,139 3,370,818

売上原価 1,190,066 1,188,889

売上総利益 2,084,073 2,181,928

販売費及び一般管理費 1,970,234 1,903,972

営業利益 113,839 277,956

営業外収益   

 受取利息 405 93

 受取配当金 3,106 1,835

 信販取次手数料 19,504 20,342

 雑収入 6,686 5,472

 営業外収益合計 29,703 27,744

営業外費用   

 支払利息 827 223

 雑損失 320 351

 営業外費用合計 1,147 574

経常利益 142,395 305,126

特別損失   

 固定資産除却損 551 0

 特別損失合計 551 0

税金等調整前四半期純利益 141,843 305,126

法人税、住民税及び事業税 100,070 150,864

法人税等調整額 △43,002 △48,004

法人税等合計 57,068 102,860

四半期純利益 84,774 202,266

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,774 202,266
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 84,774 202,266

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,295 10,776

 その他の包括利益合計 4,295 10,776

四半期包括利益 89,070 213,042

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 89,070 213,042

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建

物附属設備に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
 

 

 

 
(追加情報)

 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 22,904千円 16,063千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

 

１ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 358,287 30 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

 (2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 

１ 配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 358,282 30 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

 (2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 3,121,694 152,445 3,274,139 ― 3,274,139

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 3,518 3,518 △3,518 ―

計 3,121,694 155,963 3,277,658 △3,518 3,274,139

セグメント利益 4,353 108,758 113,111 727 113,839
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高      

 外部顧客への売上高 3,234,526 136,292 3,370,818 ― 3,370,818

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― 3,934 3,934 △3,934 ―

計 3,234,526 140,226 3,374,753 △3,934 3,370,818

セグメント利益 179,955 97,268 277,224 731 277,956
 

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３ 報告セグメントの変更等に関する事項

 会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備に係る

減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。

　この変更がセグメント利益に与える影響額はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

項目

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日

至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日

 至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 7.10 16.94

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 84,774 202,266

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

84,774 202,266

普通株式の期中平均株式数(株) 11,942,840 11,942,736
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

京都きもの友禅株式会社(E03320)

四半期報告書

15/18



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成28年８月２日

京都きもの友禅株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   日　　高　　真 理 子   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   有   川         勉　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京都きもの友禅

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京都きもの友禅株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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